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研究成果の概要（和文）：非弾性X線散乱実験（IXS)ではAuとPtの測定結果を論文としては発表した。これら
は、IXSで取得した体積弾性率と同時測定した格子定数のデータのみを使っており、一次圧力スケールと位置付
けられるものである。その後、NaClで20GPa、Taの単結晶弾性を約33GPaまで測定することに成功した。NaClの結
果は論文として投稿中である。
一方GHz音速法ではDAC試料からのシグナル取得に手間取ったが、アンモニア塗布、メタルカップラーの導入、新
DAC支持具の開発、S波バファロッドの開発などの結果、ようやく２GPaにおいて鉄試料のP波S波の両方を良好に
取得できるようになった。

研究成果の概要（英文）：On inelastic X-ray scattering experiment (IXS), we published the measurement
 results of Au and Pt in international papers. These were constituted only using the bulk modulus 
obtained by IXS and the X ray lattice constant data measured at the same time; thus they are 
recognized as the primary pressure scale. After that, we succeeded in measuring the single crystal 
elasticity of NaCl up to 20 GPa and Ta up to ~33 GPa.
On the other hand, on the GHz sound velocity method, it took long time to acquire the signal from 
the DAC sample. However by introducing ammonia coating, metal coupler, devising new DAC support, and
 developing S-wave buffer rod, the simultaneous P-wave and S-wave of the iron sample was finally 
obtained at 2 GPa.

研究分野： 固体地球科学

キーワード： GHz音速法　マントル　非弾性X線散乱　圧力スケール
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研究成果の学術的意義や社会的意義
成果の第一は、ブリッジマナイトの結晶弾性をマントル深部条件まで測定し、地震学で観測されているLLSVP異
常域の成因を解明したことである。また、そこから派生したテーマが、Ｘ線非弾性散乱法とX線回折を組み合わ
せて圧力スケールの構築法を提案である、実際にAuとPtに基づく圧力スケールを提案したことである。
GHz音速法では、基礎的開発が完了し、データを取得できるころまで進展させた。今後多くの研究機関（岡山
大、大阪大、東北大等）を巻き込んだ活発な研究の進展が期待できる。
期間中の半導体ダイヤモンドヒーターの開発という成果を上げることができた。今まで活用してきた有限要素法
についてに啓蒙活動も実施した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の非弾性 X 線散乱実験の状況は、常圧から DAC 内で加圧した試料の測定に移

行する時期であった。どのように DAC に入る微小試料を作成し、静水圧性を確保して加圧する

かが問題となっていた。加圧だけでなく加熱も行うことが、その当時において問題意識として共

有されていた。一方、GHz 音速法の開発は、初期段階の予備測定を完了し、DAC で加圧された

試料の測定をどのように行うかと段階にあった。また、S 波バファロッドの開発も課題として認

識されていた。 

 

２．研究の目的 

非弾性 X 線散乱法では一貫して結晶試料の測定を行ってきた。マントル内の地震学的異方性

を解釈するためであり、ブリッジマナイトの測定により目的の一つを達成した。研究過程におい

て、圧力スケールの確立にも貢献できることがわかり、その方向で Au, Pt, NaCl 等の圧力校正

物質の状態方程式決定を志向することになった。GHz 音速法では、最初の課題として Fe の bcc-

hcp 相転移を音速測定でモニターすることを設定した。 

 

３．研究の方法 

非弾性 X 線散乱法は成果がいくつかの論文に纏められているので、ここでは、GHz-DAC 音

速法の開発経過を纏めることにする。バッファロッドからダイヤモンドへの音波伝達にはアン

モニア塗布が有効であることが分かり研究が進展するようになった。さらに金属箔の併用も有

効である。当たり前のことであるが、バッファロッドとダイヤモンドの面がピタリと整合するこ

とが音波伝達に重要である。そのための DAC 支持具を開発した。この DAC 支持具は、その後

も改良が加えられ、ようやく、GHz-DAC 音速法が展開できるようになった。また、バファロッ

ドをダイヤモンドに 6 kgw の力で印可しているが、ルビースケール測定時にも 6 kgw の力を印

可する治具も自作し、測定環境を整備した。 

 

４．研究成果 

4.1 非弾性 X 線散乱法による成果 

 分担者の福井との共同研究である。期間中に、SPring-8 への課題が順調に採択され、Pt と

NaCl の状態方程式を提案することができた。非弾性 X 線散乱法で決定した体積弾性率と通常の

X 線回折で決定した格子定数に基づいており、一次圧力スケールである。He ガス圧媒体の静水

圧低下が影響し、現在は 20 GPa までしか決定できていない。手法のユニーク性と結果の重要性

から、今後もより高圧までの一次圧力スケール確立を目指して研究継続の予定である。今後、高

温実験を行えば He ガス媒体の静水圧性が大幅に改善すると期待している。 

 以下に、研究期間中に得られた成果を示す。左図は NaCl、右図は Pt に対する結果の纏めで

ある。NaCl は〇が実験点を示している。最高実験点の圧力は、約 20 GPa であるが、その圧力

領域で先行研究と約 2GPa の差があることが確認できる。外挿部分の差が急拡大することも図

から察することができる。Pt の方は、400 GPa までの外挿を示している。実験領域は約 20 GPa

までである。今回の結果は、同様の手法で行われた先行研究と 400 GPa 領域でも僅か数 GPa 以

内に収まっている。このことは、今回の手法の信頼性を保証するものである。一方、衝撃波実験

に基づく結果とは、最大 40 GPa 以上と大きな差がある。衝撃波実験の精度か温度補正のどちら

かに大きな問題があることが示唆される。 

 



いずれにしても、本手法による一次圧力スケール確立は、その重要性に鑑み今後も継続していく。

類似研究があるが、単結晶試料を用いて行っているのは我々のグループだけであり、重要な差別

化となっている。多結晶試料を用いた場合、体積弾性率に関係しない C44弾性定数の影響が含ま

れてしまい、正確な圧力スケールには不適という見解から、単結晶試料での測定にこだわってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 GHz-DAC 音速法による成果 

DAC で加圧した鉄試料の P 波 S 波測定の測定結果を示す。圧力は 1.8 GPa である。以下に示

すのはオシロスコープ上の生データである。左側が P 波、右側が S 波の結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
共に最初の波はバッファロッド端面からのものであり、その次に見えるのがダイヤモンドアン

ビル先端からのシグナルである。そのシグナルの中に鉄試料の音速データが含まれている。鉄試

料のトラベルタイムは数十ナノセックと微小であるため二つのパルスとして分離できない。そ

れを克服するのがパルス干渉法である。この方法は、音速測定の世界では MHz 領域でも伝統的

に使われてきた古典的方法であるが、GHz 音速法では定番となる重要な手法である。その結果

を次頁に示す。同じく、左側が P 波、右側が S 波の結果である。それぞれ上段がシグナル部の

変調、中段がブランク部の変調である。下段がシグナル部の振幅をブランク部の振幅で規格化し

た結果である。良好な周期性が確認できている。この図に対し、ローパスフィルター操作を実施

し、極値をとる周波数をもとめ、その間隔の平均値と分散を求める。平均値の逆数がトラベルタ

イムになる。誤差は平均値と分散の比から評価できる。 
 今回の結果から、P 波と S 波のそれぞれの極値間隔は 57 MHz、43 MHz となった。トラベル

タイム比は 1.33 になるが常圧の音速比は 5.41/3.86＝1.40 なので、妥当な結果が得られたと考



えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 研究期間内に基礎的開発は完了できた。また、東北大学や大阪大学との研究者との共同研究体

制が構築できた。特に大阪大学の博士大学院生が本プロジェクトに参加することになり、マンパ

ワーの面からも今後の進展が加速化する。鉄の測定が完了後は、スピン転移をまたぐ測定を行う。

スピン転移が地震学的に観測されていないことに対する問題にアプローチする。 
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